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Ｉ．ＮＥＣの環境経営
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企業を取り巻く環境の変化

地球温暖化（気候変動） 資源枯渇／廃棄物処理
環境影響物質
（各種化学物質）

益々深刻化する地球環境問題

企業評価
環境格付け

お客様の
意識変化

法規制への
対応

環 境 経 営

環境技術
の開発

同業社間での
競争と協力

市場での
優位性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　〇企業を取り巻く環境の変化
　　・人類存続を脅かす地球環境の変化　
　　　　　　　　　　　　＋　
　　　　　　法規制への対応　　　　　　　　　　環境経営が必須
　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　顧客意識・市場の変化　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　



4１９７０年代 １９８０年代 １９９０年代 ２０００年代

★専門部署の設置（70年）
★環境監査制度（73年～）

公害防止

★廃棄物ゼロ運動（85年～）
★リサイクルシステム（69年～）
★環境向上月間の設定

環境保全
★効率的なｼｽﾃﾑの構築

◆ 環境憲章の制定（91年）
◆ISO１４００１の導入（96年～）
◆環境報告書の発行（95年～）

環
境
活
動
の
領
域
が
拡
大

★全事業領域における取組み
★全製品を環境配慮型へ
★環境負荷削減・リスクミニマム化
★地球温暖化への対応
★情報公開

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動

環境経営

ＮＥＣ環境活動の推移
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ＮＥＣ お客様、社会

・環境負荷削減

・資源効率の向上

持続可能な経営

☆企業価値の増大
☆持続可能な社会への貢献

ＮＥＣが目指す持続可能な経営

＜ソリューション＞
・製品
・ソフト／ｻｰﾋﾞｽ

「ＮＥＣ環境経営」のコンセプト

事業に伴う
・環境負荷／
環境リスク

の最小化

・資源効率の向上

・環境人材の育成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◇ＮＥＣの環境経営のコンセプト
２０００年から、ＮＥＣの環境経営に対する考え方を次のように打ち出している。
ＮＥＣの環境への対応には二つの側面がある。
○第一の側面：
　自らの生産活動に伴う環境負荷を継続的に削減し、資源効率を高め、持続可能な事業経営の実現を目指す。
○もう一つの側面：
　市場に提供する製品やソフト・サービスを通して、すなわちＮＥＣ本来の事業を通してお客様、さらには社会で発生する環境負荷の削減に貢献。

　　→　☆これらの活動を通じて、持続可能な社会作りに貢献

これが、ＩＴを事業の核としているＮＥＣの社会に対する使命であり、
ＮＥＣの考える「環境経営」である。
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ムダの削減 （コスト削減、環境負荷削減）

回収
分別

・３Ｒシステム
の整備

・ﾘｻｲｸﾙ情報
提供

全事業プロセスにおける環境配慮

ＩＴ （情報技術） の活用

全社員をエコ人材へ （エコ・マインド＋エコ・ワーク＋エコ・ライフ）

開発
設計

・目標設定
ｴｺﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ基準
ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ基準

・開発評価：ＬＣＡ
・環境技術開発

資材
調達

・部品選択
グリーン

購入

IC

生 産

・省エネ
・廃棄物ｾﾞﾛ
・化学物質

削減
・生産革新

販売
物流

・製品環境情報
開示ｴｺｼﾝﾎﾞﾙ

・包装の削減、
代替化

・輸送効率化

お客様
の使用

・機器の
省エネ

・メンテ
ナンス

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
□“環境経営” は、全事業プロセスに関わってくる　（＝全社員共通の課題）�
　－開発設計：環境負荷の少ない製品を開発する「エコプロダクツ開発」
　－資材調達：環境負荷の少ない部材を調達する「グリーン調達」
　－生　産　：いかに少ないエネルギーで効率良く生産するか
　－販売物流：（販売）製品の環境情報を積極的に開示して優位性をアピール
　　　　　　　（物流）効率的な輸送を行う
　－お客さまの使用：省エネ製品を提供することで、お客さまの負荷低減にも繋がる
　－回収分別：リサイクルすることで資源循環を促進する

全事業プロセスにおいて環境配慮を徹底することが、�「環境負荷低減」 だけではなく 「コスト削減」 に繋がる

□全事業プロセスにおいて環境経営を徹底するためには、
　－ITを積極的に活用する
　－社員一人ひとりが高い環境意識で取組む　  ことが重要。
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ＮＥＣ環境経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ２０１０

バランス

ITソリューションの提供を通じて、お客様、社会でのCO2排出量を削減

CO2排出量 CO2削減量

生産活動
による排出

NEC製品使用

による排出

（お客様）

2010年度における

CO2排出“実質ゼロ”

☆低環境負荷の「持続可能な事業構造」の実現
◇省エネ化による製品のＣＯ２削減貢献率５０％（2005年度比）

◇事業活動における
温室効果ガス（ＣＯ２，ＰＦＣ等）の総排出量を３０％削減 等（2005年度比）

2005年に一部改定
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Ⅲ．ＮＥＣの地球温暖化対策
（生産・オフィス活動について）
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（１）ＧＨＧ総排出量（絶対値）：70万トン削減
「２０１０年度に２００５年度比３０％削減」

（２）ｴﾈﾙｷﾞｰ由来ＣＯ２排出量（絶対値）：１９万トン削減
「２０１０年度に２００５年度比１５％削減」
ただし、 電機・電子４団体目標｢実質売上高原単位で2010年度に

35％削減（1990年度比）｣は確実に遵守

（３）ＰＦＣ，ＨＦＣ等温室効果ガス排出量：５１万トン削減
（ＣＯ２換算）

「２０１０年度に２００５年度比５０％削減」

（４）物流によるＣＯ２排出量：６千トン削減
「２０１０年度に２００５年度比１０％削減」※１

ＮＥＣグループ地球温暖化対策個別目標
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①エネルギー起源ＣＯ２削減施策

省エネ検討ＷＧによる省エネ活動活性化

共通課題（目標設定、生産革新活動の効果把握）の解決策検討

（１）生産革新活動による省エネ施策推進

ＮＥＣ及びｸﾞﾙｰﾌﾟ各社の自社ビル・丸借りビルの必須省エネ施策設定

（２）オフィス部門の省エネ施策推進

施策実施状況の確実なフォロー

（３）省エネ設備の計画的導入（冷凍機・ボイラ リプレース時）

（５）CO２削減代替施策（海外植林）

オーストラリア植林（現在までに７６万本（７６０ｈａ）植林）

（４）データセンターの省エネ化

省電力化、高効率空調等により消費電力削減
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③物流によるＣＯ２削減施策

輸配送ネットワーク便へのシフトによる積載率向上
エネルギー原単位が高い航空便、臨時便の削減

（１）航空便・臨時便の削減

ネットワーク便の一部船便切替（沖縄向け）
ＰＣの北海道向け輸送を鉄道便に切替（九州向けは実施済み） 等

（２）モーダルシフトの拡大

梱包材強化による製品の多段積み（６段→７段） 等

（３）輸送効率の向上

（１）ＰＦＣの代替化
（２）除害装置の導入

②ＰＦＣ,ＨＦＣ等温室効果ガス削減施策
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１．ｴﾈﾙｷﾞｰ起源ＣＯ２の削減

主要削減施策
・コ・ジェネレーションシステム導入（１１基）

・氷及び水蓄熱システム導入（１５基）

・最先端の省エネ工場の建設

クリーンルームの省エネ化
（局所空調，排気口数の適正化など）

フリークーリングシステムの導入，廃熱利用

・全社的な生産革新活動に伴う省エネの促進

・最先端の省エネビルの建設

自動調光システム，コ・ジェネレーション，
エアーフローウインドウ，フリークーリングの採用
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品質に影響がないことを確認し
純水（送水）温度を
２５±０.２℃ → ２５±０.６℃に緩和

加熱・冷却エネルギーを削減

年間で約７１０トンの
CO2排出量を削減

ＮＥＣ液晶テクノロジー（秋田）のＣＯ２削減事例

工業用水

回収水

予熱
冷却器

ろ過水槽 純水加熱器

純水使用
設備

サブ室

純水冷却器

送水
回収

温度範囲を拡大

年間で約３００トンの
CO2排出量を削減

【事例１】純水温度許容範囲の拡大 【事例２】ＣＲ温度設定の引き上げ

室内温度引上げ

冷房
運転

空調機

品質に影響がないことを確認し
クリンルームの設定温度を
２３℃ → ２４℃に引上げ

冷房エネルギーを削減

クリーンルーム

２３℃ ２４℃
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ＮＥＣ長野 エネルギー供給設備の省エネ化
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ＮＥＣＡＴ 生産革新活動によるＣＯ２削減

（出典：NECアクセステクニカ）

エアーを駆動源
とした自働化設備
・生産ライン

活フロア

生産革新によるあらゆるムダの徹底“廃除”

活フロア改善 重力を利用した流れ棚

フロアー生産性 部品ストア 省エネ生産ライン

１９９０年度

２００３年度 1.8t-CO2/億円

5.3t-CO2/億円

売上高原単位（ＣＯ2排出量／売上高）削減

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これはNECのグループ会社で、FAX、携帯電話、PDA、ADSLモデム等のパーソナル機器を組み立てているNECアクセステクニカの省エネ事例です。
ここに示した、フロア効率改善、自動倉庫に変わる流れ棚方式の部品ストア、モータの替わりにエアーシリンダー等を使用した省エネ生産ライン等の生産革新による無駄の廃除で、　売上げ高あたりのCO2排出量を2003年度には1990年度に　　比べて、1/3に改善できました。

参考）
公表売上高は次の通りです。
１９９０年度売上高：６３０億円
２００３年度売上高：２１６８億円




16
年間で約１５トンのCO2排出量を削減

自然エネルギー利用によるＣＯ２削減

事務所や工場の照明等に利用し、自然エネルギーの有効性をＰＲ

ＮＥＣ埼玉
太陽光 年間２２ＭＷｈ

アクセステクニカ
太陽光＋風力 年間１４ＭＷｈ

太陽光発電システムや風力発電機を導入し
事務所や工場の照明・空調エネルギーを削減
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・必須省エネ施策の９５％は実施済み

・未実施施策（５％）の進捗をトレース

（空調関係は設備台数が多いため

やり残し件数が多い）

■実施状況

施策
件数

やり残し
件数

共通事項 115 4
ボイラ 506 7
空調 690 46
発電 46 0
変電設備 184 14
ポンプ 138 10
ファン 138 12
コンプレッサ 368 12
電気炉 115 3
照明 184 7
昇降機 46 1
給湯 23 1
事務機器 23 1
合計 2576 118

やり残し延べ件数
（２３サイト合計）

ＮＥＣ必須省エネ施策（生産系）

■目的

■内容

・東京都環境確保条例「地球温暖化対策
計画書」施策を抜粋（１１２項目）

・会社毎に進捗状況をトレース（半期毎）

高額な設備投資を必要としない
基本省エネ施策のやり残しをゼロへ
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建物の温暖化対策：環境型高層オフィスビル

●照明電力＋運用エネルギ 41%削減

●建設時の廃棄物 50%削減

（資材の分別回収、通い箱活用）

●解体時のリサイクル可能率 97%

●設計・運用・解体のライフサイクルCO2 38%削減
CASBEE： Comprehensive Assessment System for Building Environmental Efficiency 

（建設物総合環境性能評価システム）

◆昼光活用自動照明システム

◆２重ガラスWindow＋ｴｱﾌﾛｰWindow

◆都市ｶﾞｽ・ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ1500kwh

◆BEMS導入

◆雨水、排水再利用国交省
CASBEE

でSランク評価

NEC玉川事業場
ﾙﾈｯｻﾝｽｼﾃｲ

36階B1F26階B2F

100年後の解体までのライフサイクルを考慮したビル

省エネなどの効果

主な、環境配慮施策
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エアーフローウィンドウによる空調エネルギー削減

基準階には、窓からの熱負荷の軽減（省エネ）、
および窓近傍の環境改善のためにエアフローウィンドを設置

・可変風量制御： １スパン毎に空調制御（風量のコントロール ）が可能

・外気冷房： 基準階では、中間期・冬期に自然エネルギーである外気を利用し冷房

（その他空調）

【エアフローウィンド】

二重窓による、外気温度の影響緩和

熱を廃棄ファン
で排出

窓の表面温度が室温に
近づき室温快適性向上

熱を取って
上昇

日射等により
エアーフロー窓内
温度上昇

室内の空気を吸引

ＯＡ床
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・徹底したムダの排除
・付帯設備改修
・全員参加の省エネルギー
・省エネ意識の向上

実績はＣＯ２排出量＆経費の削減効果でフィードバック
・誰にもわかる言葉は「お金」

・意識してほしいのは「ＣＯ２排出量」

オフィスの省エネ活動

経費削減を前面に
塵も積もれば・・・で
省エネ促進！

ＰＣ省電力設定の徹底
自販機のﾀｲﾏｰ運転

照明ＯＦＦ
天井灯の間引き 分散ｽｲｯﾁの集中化

（消し忘れ防止）
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■施策内容

ＮＥＣ必須省エネ施策（オフィス系）

■目的

従来、管理が手薄であったオフィスビルに対して
必須省エネ施策を設定し、運用管理を強化

＜従来＞
対象 ： 従業員

照明の
間引き

ＰＣの
省エネ設定

＜今回＞

対象 ： インフラ管理者

台数制御の
最適運転

基本省エネ施策４２項目を設定

可能な施策実施率１００％を目指し

運用改善

従業員の意識啓発
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輸配送ネットワークの効率化

２．物流におけるＣＯ２の削減
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スタック保管状態

■ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ貨物等の輸送治具■筐体製品の輸送治具
（高積制限製品対応）

２段冶具による積載効率改善

ﾄﾗｯｸ荷台高さは2.3ｍ
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2006年実績

定ルート便

一般運送便
１０ｔ

４ｔ

２ｔ

軽

宅配便
など

航空

鉄道 船

６９％

３１％

トレーラ

定ルート便

一般運送便

１０ｔ

４ｔ

２ｔ

軽

航空

鉄道

船

８０％

２０％

トレーラ

2007年実績５７千トン ４８千トン

17％
６％

航空便削減

不急の航空便削減等による物流ＣＯ２削減

宅配便
など

積載率向上

16%削
減



省エネ事例をイントラネットでグループ内に公開

３．その他の活動
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わかりやすい構成の工夫と学習者が自ら考える工夫

質問・回答形式の活用 具体的事例の活用

全社員教育をｅ-ラーニングで実施

実施結果
ＮＥＣ：23,686名（修了率98.4%）
ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社：25,687名(38社)（修了率96.9%）
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□時 期 ：2002年～2011年植樹→以後１０年間維持
□場 所 ：南オーストラリア州 カンガルー島 他
□規 模 ：３００ｈａ×１０年⇒計３,０００ｈａ
□ＣＯ２吸収量：１１０万ﾄﾝ／２０年・３０００ｈａ

豪州における植林実施

植林事業の概要

☆ＣＯ２削減の長期的取り組みの一環

植林時（2002年8月）

苗（３０ｃｍ）

植林事業の進捗

2007年度までに７６万本（760ha）の植樹を実施

2008年度に１８万本を新規植樹

Australia

○

Kangaroo Island

植林体験ツアー

（2007年）

５年後（2007年11月）

約１６ｍ高と順調に成長

ｸﾞﾙｰﾌﾟ社員への
意識啓発の場としても活用

ＰＣ買取り１台につき１本ユーカリを植樹



• ホタルックボールを１個500円で、合計10,000個限定で販売します！

• 販売期間：６月１１日～９月３０日（売り切れ次第終了）

キャンペーンの概要

主催：NEC CSR推進本部 環境推進部
協力：NECライベックス、NECライティング

電気代約１/４！
寿命が約６倍！

詳しくはLIVEXNETへ https://livexnet.jp/main/info/top.asp

その１．ケースのフタ５枚１口で応募すると
抽選で50名にNECのお酒が当たります！

買替えキャンペーン連動施策！
その２．省エネ電球１００個売れるごとに

１本植林します！

ＮＥＣグループ環境月間施策の一環として、

ＮＥＣグループ従業員を対象に省エネ電球への買替えを促進し、

従業員の家庭でのエコライフの促進を図ります。
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ご清聴ありがとうございました
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